　　特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース　　2014年02月20日　　500号　　
祝500号発行
里山の会週刊ニュース500号発行となりました。第1号は2004年7月31日に発行しています。トップ記事はＪＲに三つマンボの雑草除去を要望して、その実行があって、地元河原区長さんや洛南タイムスや京都新聞社が取材に来たと伝えています。同時にパソコン教室の発足もあって、ホームページに掲載が始まりました。このホームページ掲載も500回に到達しました。これからもさらに継続発展し、内容の改善や執筆者の交代など課題は山積していますが、里山の会員の絆をしっかりつなぎとめる役割を果たしていければいいと思います。
炭焼き体験　着火が順調に進む　13日　23日9時30分に窯出し、正午までに完了。先号でもお知らせしましたが、一日早く着火をすることになりました。炭焼きの順番をお待ちになっているお方がおられて、14日の着火では少し厳しい日程でしたので、ご指導をいただく南さんの忠告もあって急遽実施しました。明日は日本列島が雪に覆われるようでしたので、午後3時ごろから着火を始めました。屋根ができていたので薪の材料もすごく順調に燃えてくれました。モクモクと煙が立ち上り、火勢が出てきました。夕方には原木に着火した様子ですので焚口の通気調整で、レンガを積み上げ、空気調整の穴を残して密閉の準備ができました。パイプを差し込んで、とにかくこの日の作業は完了です。翌日も翌々日も煙の状況を点検します。17日には、煙が白くなり黒い色が消えました。そこでパイプからの空気の供給が要らなくなったということで完全に密閉となりました。あとは温度が徐々に下がるのを待つだけとなります。23日には出来上がった真っ黒に光った素晴らしい炭が姿を見せることでしょう。午前9時過ぎに窯前にご集合ください。一緒に炭を出しましょう、炭の完成です。
14年度の活動方針素案が事務局会議に提案される　　昨年は販売物の収入が30％と予想外の実績を残しました。会費や参加費、寄付もかなりの収入になったことが報告され、14年度の活動方針の素案が提案されました。その特徴は　①高齢化の克服　②20周年記念事業　③里山の運営についてです。追加として、河川レンジャーの育成についてなどの説明提案です。強調されていたのは、現理事の各氏、および事務局会議への出席者など、中心メンバーがいよいよ高齢化に突入し、予想以上の頑張りによって維持されている。この改善なくして、次代を担ってくれる幹部や世話役の育成はできない。これが今年の大任務である。しっかり自覚して取組みの柱に据える。この成功なくして里山の会の明日は切り開けないと覚悟を決め、全員で挑戦しようというものでした。提案を受け、出席者の声はその通り、とうなずく皆さんでした。
13年度京都府地域力再生プロジェクト支援事業交付金の中間報告　　イノシシの防護柵や炭焼き屋根の設置、そして木津川読本の製本の三本柱で京都府の地域力再生プロジェクト事業を13年度の活動方針案が提案され、取り組んできました。木津川読本は印刷原稿が整理され、最後の時期を迎えました。イノシシ防護柵や炭焼き窯の屋根は一応完成しています。3月1日の講演会では、製本できたばかりのお目見えとなります。かなり立派な素晴らしい自慢できる冊子です。大いに活用して、次代を担ってくれる子どもたちにしっかり伝えられるものと期待します。
第18回「自然環境講演会」チラシができる　　幾度もお知らせしてきましたが、今回の講演会は、これまでとは違って現場を体験してこられた体験談です。ロッククライミングや日本の百名山を完登されたお話です。きしくもお二人の講演者は佐々木さんで共通しています。これまで里山の会とは違った講演会となります。またこれからもなかなかこうしたお話を聞くチャンスにも出会えないのではないかと思います。ぜひとも多くの皆さんがご参加いただける様お誘いください。会場が60人規模と少し狭めでありますので、先着入場で、お断りする場合も出てくるのではないかと予想されます。お早目のご来場をお願いいたします。
里山の会　里山展　　2月25日（火）正午から3月2日まで恒例の里山展を京田辺市中央図書館のギャラィー甘南備で開催します。13年度の活動の紹介をさせていただきます。9月の台風18号による京田辺市での浸水の実態を写真で生々しくお伝えしようと準備しています。また木津川堤防での植物調査についても一覧表でお知らせいたします。そのほか木津川本川を中心にした一斉水調査の3年間の結果も準備できました。ここもこれまでになく内容の濃い身近な問題を提起できるのではないでしょうか。これまでとは一味工夫された展示会となります。
木津川マラソン協力にやましろ里山の会頑張る　21日　正午から実施　　廃材集めと寸法切りやまき割から準備した会場の暖房、手原川エイド、選手輸送、整備金負担駐車場、42㎞のコースの安全確保、飴湯やうどんコーナー等多くの部署をもってマラソンの成功に貢献しました。中でも駐車場の仮橋の構築、大看板の設置等一般業者に依頼せねばならないものにも手作りで協力してきました。特に南駐車場のアクシデントは大変な協力がなければチームワークがなければこなしきれなかったものでした。こうした苦労を乗り越えて頑張りました。
里山農園の緊急作業　　1号地から8号地まで　約200ｍ各人5ｍの掘削をお願いします。昨年の台風18号や先日の豪雪などで、昨年掘削した排水溝は、ほとんど埋まってしまい、排水機能を失っています大急ぎで排水溝を作り直さなければ春からの種まきなどが整いません。ここが出来上がりませんと作物の作付けは見込まれませんので、時間の許す限り皆さんのご協力をお願いします。ブルーシートの中にスコップがあります。長靴を用意してお越しください。1ｍでも掘削いただくとそれだけ助かるのです。
木津川読本の製本原稿出来上がってきました　表紙と裏表紙の図案が決まりました。
13年度の会費納入について。1月末で40名の会員さんから未納となっていました　これまで4回ほど納入のお願い連絡を繰り返しましたが、19日現在28名の未納入です。本会の運営は会費によって進めているもので、この会費納入が進まないと活動に大きな支障が生じてまいります。これまでは会費の納入時期は年度内とする風潮がありましたが、年度末でもこの状況は異常といわなければなりません。皆様のご協力をお願いします。
また、次年度2014年度の会費については遅くても通常総会（予定4月24日）までに納入いただきたいと思っています。一番しっかりした財源が会費なのに、その金額が確定しないようでは予算が最初から弱いものとならざるを得なくなります。この点も改めご理解いただきまして、早めの納入をお願します。　振込口座番号（郵便局）00950－7－46840でお願いします。（年間2000円）
会誌36号仲間の広場への寄稿を求めています　4月20日発行を目指して原稿を集めています。　　36号からカラー印刷も可能になりました。大いに活用して読みやすい、できるだけ多くの会員さんが登場いただけるようにと仲間の広場への登場を願っています。一言でも、長文でもいろいろお感じになっている世相についても一言お寄せ下さい。冬季オリンピック、年金減少等についても寄せ下さい。＜山村記＞
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